
0205_NOTO＋2023.02 0203_NOTO＋2023.04

　

令
和
5
年
度
の
当
初
予
算
案
を
は
じ

め
、
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
施
策
等
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
組
み
を
進
め

　
　
　
　
　
　
　

日
常
を
取
り
戻
す

　

昨
年
は
、
ま
さ
に
国
際
的
に
激
動
の
年

だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
今
な
お
終
わ
り

を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
紛
争
は
日
本
の
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
物
価
の
高
騰
は
地
方
経
済
を
直
撃
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し

ま
し
て
は
、
国
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
3
年
が
経
過
し
、
４
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、変
異
株
の
影
響
も
あ
り
、

８
回
の
流
行
を
経
験
し
ま
し
た
。
国
は
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
対
策
の
知
見
や
致
死

率
の
減
少
等
に
よ
り
、
５
月
８
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
を
こ
れ
ま
で
の

「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
５
類
移
行
に
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

は
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
の
外
出
自
粛
制

限
が
な
く
な
る
な
ど
、
感
染
対
策
は
大
き

な
転
換
点
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

感
染
す
る
リ
ス
ク
や
他
人
に
感
染
さ
せ
る

リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が

一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

令
和
令
和
55
年
度
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
8
年
目
と
な
る
令
和
5
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

大
森
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
国
、
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
、
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
く
た

め
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
進
め

な
が
ら
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
へ
適
切

な
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
制
限
さ
れ
て
き
た

地
元
経
済
の
活
性
化
や
地
域
の
伝
統
文
化

が
守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
応
援
も
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
通
し
て

　
　

地
域
社
会
の
課
題
解
決
目
指
す

　

コ
ロ
ナ
禍
は
様
々
な
社
会
課
題
を
浮
き

彫
り
に
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
デ
ジ
タ

ル
社
会
へ
の
対
応
の
遅
れ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
国
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
地

方
が
日
本
の
主
役
に
な
る
未
来
と
し
て
、

「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
社
会
」
を
実
現
す
る
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
を
打
ち
出
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
本
年
度
策
定
し
た

「
能
登
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
通
し
て
地
域
社
会
の
課
題

解
決
と
、
町
民
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
能
登
町
を
つ
く
る

　

私
が
町
民
の
皆
様
か
ら
町
政
の
運
営
を

託
さ
れ
て
か
ら
、
来
月
で
2
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
全
て
の

町
民
の
皆
様
が
、
健
や
か
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
指
導
、

ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
当

町
の
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
問
題
で

あ
り
、
人
口
減
少
は
避
け
て
通
れ
な
い
道

で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
生
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
当
町
と
の
関
わ
り

が
深
い
人
を
増
や
す「
関
係
人
口
の
創
出
」

と
い
う
の
が
、
当
町
の
進
む
べ
き
道
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
を
深
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
子
育
て
支

援
の
充
実
、
定
住
促
進
な
ど
の
新
た
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
、
感
染
症
対
応
、

物
価
高
騰
、
人
口
減
少
な
ど
、
５
年
後
、

10
年
後
の
社
会
が
予
測
で
き
な
い
ほ
ど
、

時
代
の
流
れ
は
加
速
化
し
、
ま
さ
に
「
新

時
代
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
新
た
な
時
代

に
対
応
し
た
、
持
続
可
能
な
能
登
町
を
つ

く
る
た
め
、
課
題
か
ら
逃
げ
ず
、
挑
戦
を

続
け
、
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
で
、
こ

の
町
を
末
永
く
子
や
孫
の
世
代
が
受
け
継

い
で
い
く
「
道
」
を
切
り
開
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
の
考
え
方

　

歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
は
厳

し
く
、
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
ま
す
。
歳

出
面
で
は
、
高
止
ま
り
す
る
社
会
保
障
関

係
費
や
、
近
年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

伴
い
高
く
推
移
す
る
公
債
費
、
さ
ら
に
材

料
費
等
の
高
騰
に
よ
る
投
資
的
経
費
の
増

加
に
加
え
、
燃
料
価
格
の
高
騰
を
受
け
電

気
使
用
料
が
大
き
く
伸
び
る
な
ど
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
歳
出
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
歳
出
特
別

枠
を
設
け
積
極
的
に
予
算
配
分
を
行
っ
た

ほ
か
、
関
係
人
口
の
創
出
に
よ
る
地
方
創

生
、
定
住
施
策
の
推
進
、
福
祉
の
充
実
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
そ
し
て
、
公
共
施

設
の
適
正
管
理
な
ど
、
着
実
に
取
り
組
む

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
も
、
選
択
と
集
中
に

よ
り
、
し
っ
か
り
と
予
算
配
分
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

心
を
一
つ
に
し
て
向
き
合
い

　

一
歩
一
歩
着
実
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
２
回
目
の
当
初
予

算
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
算
編
成

を
通
し
て
、
改
め
て
町
政
を
担
う
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
町
政
発
展

の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
、
町
職
員
、

議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　

世
界
は
今
、
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
「
新
時
代
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
不

安
定
な
社
会
情
勢
の
も
と
、
か
ね
て
よ
り

直
面
す
る
人
口
減
少
問
題
は
い
よ
い
よ
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
の
国

内
の
出
生
数
は
80
万
人
を
割
り
込
み
過
去

最
少
と
な
り
、
当
町
に
お
い
て
も
同
年
の

出
生
数
は
51
人
と
、
想
定
を
超
え
る
ス

ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

未
来
へ
の
不
安
を
感
じ
る
時
代
の
な
か
、

「
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
ま

さ
に
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
、

防
災
、
産
業
振
興
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

を
俯
瞰
的
な
視
点
で
見
つ
め
、
持
続
可
能

性
の
あ
る
政
策
を
立
案
し
、
実
行
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
常
に

５
年
後
、
10
年
後
の
町
の
あ
る
べ
き
未
来

の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
山
積
す
る

課
題
に
対
し
て
皆
様
と
心
を
１
つ
に
し
て

向
き
合
い
、
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　令和 5 年度当初予算は、第 2 次総合計画に掲げる「人をつなぎ、地域をつなぎ、未来へつなぐ
まちづくり」を目指し、「能登町創生総合戦略」を踏まえた、住み続けたくなるまちづくりの推
進や子ども・子育て支援の充実など、能登町創生を推し進めるべく編成しました。
　定住施策や関係人口創出の推進、福祉の充実、公共施設の適正管理、ＤＸの推進など、町の活
性化や住民サービスの向上、持続可能な財政運営に努めるとともに、さまざまな地域課題の解決
に取り組みます。

●自主財源
　町税は 84 万円増の 15 億 4,964 万円を見込ん
でいます。使用料および手数料については、イン
ターネット使用料等の増加により、733 万円増
の 4 億 2,055 万円を見込んでいます。
●依存財源
　歳入全体の約 50% を占める地方交付税は、9,000
万円増の 75 億 5,000 万円を見込んでいます。
　国庫支出金・県支出金については、道路メンテ
ナンス事業等により 1 億 9 万円増の 16 億 7,694
万円を見込んでいます。
　町債においては、新焼却施設整備が完了したこ
とによる負担金の減等により、1 億 3,760 万円減
の 21 億 1,620 万円となりました。

●義務的経費
　総額は 61 億 7,786 万円となり、全体の約 40.7％を占め
ました。そのうち扶助費については、介護給付費の増等に
より、1,258 万円増の 11 億 5,152 万円となっています。公
債費はこれまでの大型繰上償還の影響による定時償還額の
減に伴い1億1,354万円減の29億3,279万円となりました。
●投資的経費
　普通建設事業費において、統合保育所や役場跡地（仮称）
大屋根広場整備事業、道路メンテナンス事業のほか、白丸
公民館整備事業などにより、10 億 1,012 万円増の総額 24
億 9,558 万円となりました。
●消費的経費
　物件費は電気使用料や物価の高騰等で 8,490 万円の増、
維持補修費は防災重点ため池浚渫事業や除雪費等の増によ
り 7,854 万円の増となりました。また、補助費等は新焼
却施設整備の完了による奥能登クリーン組合への負担金が
減少した影響で、9 億 3,635 万円減の 24 億 836 万円と
なり、全体では 7 億 4,801 万円減の総額 64 億 9,656 万
円となりました。

【
用
語
解
説
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
お
よ
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入

し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債

な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共

団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、国

が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
と
し
て

配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事
業

に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、会
計
年
度
任
用
職

員
を
含
む
職
員
給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、障
害
者
総
合
支
援
法
、児
童
福
祉

法
、老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生

活
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る

経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
お
よ

び
一
時
借
入
金
の
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な
ど

公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事

業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役
務

費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借
料
、備

品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、公
立
宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費

１５１億８０００万円
（前年度比 １億６６００万円増　1.1％）

令和５年度

　能   登   町   当   初   予   算能   登   町   当   初   予   算

特別
会計

企業
会計

　５５億４３０５万円
　　　　（前年度比２０６０万円増　0.4％）

  ６７億３１９０万円
　 （前年度比８億７０４万円増　13.6％）

◆地方債残高

区分 令和 5 年度末（見込）令和 4 年度末（見込）

一般会計 　　194 億 0257 万円 　　201 億 3802 万円

水道事業 　　 40 億 4374 万円 　　041 億 177 万円

下水道事業 　　 63 億 8350 万円 　　 67 億 9817 万円

病院事業 　　 15 億 3300 万円 　　 7 億 5159 万円

計 　　313 億 6281 万円 　　317 億 8955 万円

◆基金総額

区分 令和 5 年度末（見込）令和 4 年度末（見込）

一般会計 　　21 億 8384 万円 　　 29 億 5801 万円

特別会計 　　 7 億 430 万円 　　 7 億 3144 万円

会計名称 予算額 増減

水道事業会計 014億9016万円 ▲ 0.2％

収益的支出 008億0040万円 ▲ 2.1％

資本的支出 006億8976万円 2.1％

下水道事業会計 016億6932万円 ▲ 3.6％

収益的支出 008億4526万円 ▲ 2.8％

資本的支出 008億2406万円 ▲ 4.4％

病院事業会計 035億7242万円 32.3％

収益的支出 024億8717万円 1.4％

資本的支出 010億8525万円 337.1％

会計名称 予算額 増減

国民健康保険 023億5587万円 ▲ 0.6％

後期高齢者医療 003億6667万円 6.9％

介護保険 028億2051万円 0.4％

寄附金
1億8010万円

自主財源自主財源
（21.1%）（21.1%）

依存財源依存財源
（78.9%）（78.9%）

地方交付税地方交付税
75億5000万円75億5000万円

地方譲与税
1億7623万円

国庫支出金
9億1518万円

県支出金
7億6176万円

地方消費税交付金
3億8650万円

その他
7270万円

町税
15億4964万円町債

21億1620万円

使用料及び手数料
4億2055万円

繰入金
8億9345万円

分担金・負担金
5840万円

諸収入・その他
9929万円

義務的義務的
経費経費

（40.7%）（40.7%）

投資的投資的
経費経費

（16.5%）（16.5%）

消費的消費的
経費経費

（42.8%）（42.8%）

人件費
20億9355万円

扶助費
11億5152万円

公債費
29億3279万円

普通建設事業費
24億9481万円

災害復旧事業費
77万円

物件費
22億4376万円

維持補修費
3億5319万円

補助費等
24億836万円

積立金
1億1929万円

繰出金
10億6700万円

投資及び出資金
3億124万円

その他
1372万円

一般会計

歳入状況

歳出（性質別）状況
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④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

健
康
福
祉
の
郷｢

な
ご
み｣

管
理
費

６
，
８
８
８
万
円

▽
指
定
管
理
委
託
料
の
ほ
か
、
大
規
模
改
修

に
伴
う
機
能
・
整
備
内
容
の
検
討
業
務
委
託

料
を
計
上
。

介
護
基
盤
施
設
等
整
備
事
業

４
，
１
１
５
万
円

▽
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
整
備
を
推
進
。
既
存
施
設
の
移
転

改
築
の
支
援
と
開
設
時
の
準
備
経
費
を
支
援
。

統
合
保
育
所
整
備
事
業７

億
９
，
３
８
３
万
円

▽
宇
出
津
地
区
の
2
保
育
所
を
統
合
し
、
新

た
に
保
育
所
を
整
備
。
5
年
度
は
建
設
工
事

費
、
備
品
購
入
費
な
ど
を
計
上
。

ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
，
３
３
０
万
円

▽
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
の
移
設
の
ほ

か
、
松
波
中
央
公
園
周
辺
を
再
整
備
す
る
た

め
の
実
施
設
計
費
等
を
計
上
。

母
子
保
健
事
業

２
，
０
６
３
万
円

▽
妊
娠
届
出
か
ら
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家

庭
に
対
し
て
、継
続
的
に
相
談
に
応
じ
る「
伴

走
型
相
談
支
援
」
と
「
経
済
的
支
援
」
を
一

体
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
不
妊
治
療
の
費
用

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新
た
に
交
通
費
助

成
金
を
計
上
。

介
護
人
材
確
保
事
業

１
，
２
１
０
万
円

▽
介
護
従
事
者
に
対
し
給
付
金
や
助
成
金
を

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に

学
び
、
ま
ち
の
未
来

　
　 

を
担
う
人
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

５
，
４
１
３
万
円

▽
「
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
」
を
運
営
。「
地
域

留
学
」
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
通
学
定
期

補
助
を
拡
充
。

英
語
力
向
上
対
策
事
業　
　

  

１
６
１
万
円

▽
外
国
在
住
の
外
国
人
講
師
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
対
話
形
式
の
英
語
授
業
を
、
小
学
校

5
・
6
年
生
、
全
中
学
生
に
拡
充
し
て
実
施
。

柳
田
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

１
，
２
４
７
万
円

▽
建
築
か
ら
21
年
が
経
過
す
る
柳
田
小
学
校
の

大
規
模
改
造
の
た
め
の
実
施
設
計
費
を
計
上
。

い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭　

　
　
　
（
地
域
文
化
発
信
事
業
）２

６
０
万
円

▽
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
い
し
か
わ
百
万
石

文
化
祭
２
０
２
３
」
に
お
い
て
「
ご
い
た
」

と
「
発
酵
文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。

満
天
星
管
理
費

２
，
２
３
６
万
円

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
更
新
。
開
館
30
周
年
記
念
事
業
開
催
。

白
丸
公
民
館
整
備
事
業１

億
１
，
４
４
４
万
円

▽
白
丸
公
民
館
を
増
改
築
し
、
利
便
性
の
向

上
を
図
る
。

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、

住
み
続
け
た
く
な
る

　
　 

ま
ち
づ
く
り

結
婚
支
援
事
業

３
５
０
万
円

▽
本
年
度
婚
姻
し
た
夫
婦
に
住
居
費
な
ど
を

助
成
す
る
こ
と
で
新
生
活
を
支
援
。

定
住
促
進
事
業

２
，
３
２
７
万
円

▽
ノ
ト 

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
を
基
点
に
、
移
住
・

定
住
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。移
住
世
帯
に
対
し
、

新
た
に
引
越
支
援
や
家
賃
支
援
を
行
う
。

定
住
住
宅
助
成
金

３
，
７
５
０
万
円

▽
町
民
全
て
を
対
象
と
し
た
住
宅
購
入
や
改

修
に
係
る
助
成
制
度
を
新
設
。

大
会
合
宿
等
誘
致
事
業

７
６
９
万
円

松
波
城
址
整
備
事
業

４
，
０
８
２
万
円

▽
旧
松
波
城
庭
園
の
枯
山
水
な
ど
遺
構
の
保

存
・
展
示
整
備
を
実
施
。

全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

６
６
０
万
円

▽
９
月
1
日
～
７
日
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
運
営
に
係
る
経

費
を
補
助
。

藤
波
運
動
公
園
管
理
費

５
，
６
３
２
万
円

▽
指
定
管
理
委
託
料
の
ほ
か
、
公
園
入
口
の

ロ
ー
ド
サ
イ
ン
設
置
費
を
計
上
。

学
校
給
食
費
助
成
事
業

１
，
３
１
６
万
円

▽
学
校
給
食
費
の
一
部
を
助
成
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

１
６
万
円

▽
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作

成
。
重
点
事
業
を
絞
り
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

戸
籍
住
民
登
録
事
務
費

３
，
６
５
３
万
円

▽
住
民
票
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
で
発
行
し
た
場
合

の
手
数
料
を
引
き
下
げ
、
利
便
性
の
向
上
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
を
図
る
。

公
債
費

２
９
億
３
，
３
２
６
万
円

▽
定
時
償
還
以
外
に
繰
上
償
還
を
行
い
、
地

方
債
残
高
の
削
減
を
図
る
。

遊
休
施
設
解
体
事
業１

億
６
，
０
３
１
万
円

▽
「
能
登
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」、

「
能
登
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」
に
基

づ
き
遊
休
施
設
の
解
体
を
進
め
る
。

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　
　  

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

①
自
然
環
境
と
の
絆
を
大
切

に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と

感
じ
る
地
域
が
一
体

　
　 

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

ト
キ
放
鳥
受
入
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

▽
能
登
地
域
で
の
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
、
生

息
環
境
の
整
備
等
の
取
組
を
推
進
。

珠
洲
市
・
能
登
町
環
境
衛
生
施
設
解
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
６
万
円

▽
平
成
19
年
3
月
に
閉
鎖
し
た
、
珠
洲
市
・

能
登
町
環
境
衛
生
施
設
（
福
光
地
内
）
の
解

体
に
着
手
。
後
年
度
の
解
体
に
向
け
実
施
設

計
費
を
珠
洲
市
と
按
分
し
計
上
。

除
雪
対
策
事
業

１
億
５
，
８
１
６
万
円

▽
除
雪
委
託
費
の
ほ
か
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
管
理
シ

ス
テ
ム
の
試
験
導
入
お
よ
び
除
雪
機
械
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
免
許
取
得
支
援
に
要
す
る
費
用

を
計
上
。

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

１
億
９
，
６
５
０
万
円

▽
新
五
朗
河
原
橋
の
架
替
工
事
に
着
手
す
る

ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
更

新
を
実
施
。

防
災
重
点
た
め
池
浚
渫
事
業

２
，
０
１
０
万
円

▽
防
災
重
点
た
め
池
（
町
内
85
か
所
）
の
う

ち
、
地
元
か
ら
要
望
の
あ
る
10
か
所
の
た
め

池
の
浚
渫
を
実
施
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
補
助

８
１
２
万
円

▽
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
業
者
に
対

し
補
助
。
4
年
度
か
ら
運
賃
を
一
律
１
人

７
０
０
円
に
改
訂
。

内
浦
総
合
支
所
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備

事
業

１
３
２
万
円

▽
現
在
の
バ
ス
停
を
総
合
支
所
前
に
移
動
し

ロ
ー
タ
リ
ー
化
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の
向

上
と
バ
ス
利
用
の
促
進
を
図
る
。

消
防
団
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
事
業

２
，
４
０
０
万
円

▽
小
木
分
団
の
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
。

消
防
団
詰
所
整
備
事
業

９
，
０
８
１
万
円

▽
松
波
分
団
詰
所
を
旧
内
浦
庁
舎
跡
地
に
整

備
す
る
ほ
か
、
小
木
分
団
詰
所
整
備
に
向
け

た
経
費
を
計
上
。

▽
小
型
船
舶
操
縦
士
、
海
技
士
に
加
え
、
新

た
に
無
線
従
事
者
の
免
許
取
得
を
支
援
。

小
規
模
近
代
化
設
備
整
備
事
業３

２
０
万
円

▽
県
漁
協
能
都
支
所
の
輸
送
タ
ン
ク
、
小

木
支
所
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
更
新
費
用

を
補
助
。

創
業
・
継
承
支
援
事
業

１
，
５
４
１
万
円

▽
町
内
で
の
創
業
と
事
業
継
承
を
支
援
す
る

た
め
、
店
舗
建
築
や
備
品
購
入
等
に
要
す
る

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
等
に
対
し
て
一
部

を
助
成
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業

２
，
９
９
２
万
円

▽
町
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会
の

事
業
費
を
補
助
。
地
域
内
経
済
循
環
を
町
全

体
に
拡
充
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ

ス
テ
ム
「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」
の
全
町
展
開

を
支
援
。

観
光
振
興
対
策
事
業

３
，
０
１
２
万
円

▽
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
、
総
合
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

観
光
誘
客
促
進
宿
泊
助
成
金

６
０
０
万
円

▽
冬
季
限
定
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
宿
泊
施
設
に
対
し
、費
用
の
一
部
を
支
援
。

役
場
跡
地
（
仮
称
）
大
屋
根
広
場
整
備
事
業

２
億
５
，
１
６
１
万
円

▽
役
場
跡
地
に
住
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の

場
と
な
る
広
場
を
整
備
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
図
る
。

関
係
人
口
創
出
事
業

１
，
９
９
４
万
円

▽
能
登
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
や
の

と
未
来
会
議
の
開
催
、
地
域
外
複
業
人
材
の

活
用
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
の
た
め
の
経

費
を
計
上
。

企
業
視
察
支
援
事
業　　

　
　
　
　

７
３
万
円

▽
町
で
企
業
研
修
の
実
施
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
開
設
の
た
め
視
察
を
行
う
県
外
企
業

に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
。

県
営
老
朽
た
め
池
整
備
事
業

１
，
１
３
３
万
円

▽
矢
波
地
区
の
ほ
か
、新
た
に
寺
分
地
区（
高

津
堀
）
で
実
施
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業１

億
２
，
５
６
８
万
円

▽
「
天
坂
・
久
田
」「
柳
田
中
央
第
2
」「
瑞

穂
」「
大
箱
」「
十
郎
原
」「
瑞
穂
第
2
」「
藤

ノ
瀬
」
の
7
地
区
で
の
整
備
を
継
続
す
る
ほ

か
、
新
た
に
「
上
町
」
地
区
で
着
手
。

菌
床
椎
茸
生
産
施
設
整
備
事
業

２
５
万
円

▽
菌
床
椎
茸
の
生
産
施
設
の
整
備
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
。

森
林
環
境
譲
与
税
事
業

３
，
１
３
２
万
円

▽
適
切
に
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森

林
で
意
向
調
査
を
行
い
、間
伐
な
ど
を
実
施
。

沿
岸
沖
合
漁
船
員
就
業
対
策
事
業４

０
万
円

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り

支
給
す
る
こ
と
で
、
人
材
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
供
給
の
確
保
を
図
る
。

▽
教
育
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
限
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
助
成
を
継
続
実
施
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

５
０
０
万
円

▽
集
会
所
の
新
築
・
改
修
や
防
犯
灯
の
設
置

な
ど
に
係
る
補
助
制
度
を
新
設
。

空
家
対
策
推
進
事
業

５
１
２
万
円

▽
空
き
家
解
体
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補

助
。
非
木
造
に
つ
い
て
も
対
象
を
拡
充
。

令
和
５
年
度　

　
　

主
要
事
業

　

第
2
次
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
、

7
つ
の
施
策
の
大
綱
に
沿
っ
て
紹

介
し
ま
す
。
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議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
、
３
月
6
日
に
開
会
し
３
月
15
日

ま
で
の
10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
令
和
5
年

度
能
登
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
42
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
森
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
、
う
ち
人

事
案
件
3
件
は
た
だ
ち
に
採
決
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案

は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堂
前
利
昭
議
員
の
辞
職
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
39
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
提

出
議
案
2
件
と
追
加
議
案
1
件
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和 5 年第 2 回
3 月定例会議

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
39
件

令
和
5
年
度
当
初
予
算
…
7
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、

病
院
事
業
会
計

令
和
4
年
度
補
正
予
算
…
6
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）、

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）、
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）、
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

・
能
登
町
地
区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

　

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
フ
ル
ー
ツ
管
理
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　

廃
止
に
つ
い
て

・
能
登
町
墓
地
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
条
例

　

の
廃
止
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

　

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

・
能
登
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

　

地
域
型
保
育
事
業
等
の
利
用
者
負
担
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

・
能
登
町
美
術
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
証
明
書
等
の
交
付
に
係
る
事
務
の
委
託
に

　

関
す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い
て

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

　

更
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
変
更
に
つ
い
て

08

■
同
意
さ
れ
た
議
案
：
３
件

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

の
選
任
に
つ
い
て
（
江
端
由
爾
・
石
井
）

　

新
任

・
能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

　

て
（
角 

弘
子
・
鵜
川
）
再
任

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

　

て
（
上
結
謙
一
郎
・
宇
出
津
）
再
任

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
2
件

・
能
登
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

　

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査

　

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

■
可
決
さ
れ
た
追
加
議
案
：
1
件

・
能
登
町
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

■
議
会
組
織
の
変
更

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

𠮷
田
義
法

■
議
会
運
営
委
員
会

　

副
委
員
長　

𠮷
田
義
法

■
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員　

南　

正
晴

■
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査

　

特
別
委
員
会

　

委
員
長　

鍛
治
谷
眞
一　

　

副
委
員
長　

馬
場　

等

◇移住促進引越支援事業補助金
　町への移住・定住の促進を図るため、県外か
らの移住に対し、費用の一部を補助します。

補助対象者　県外から町へ移住した 40 歳未満の
　人または 18 歳未満の子を世帯に有する人
補助要件

・事前に能登町定住促進協議会で移住相談を受け
　ていること

・就学、職務上の転勤、出向などを目的とした一
　時的な住民登録ではないこと　　など

◇移住促進家賃支援事業補助金
　町への移住・定住の促進を図るため、町内の
賃貸住宅等に入居するＵ・Ｉターン世帯に対し、
3 年間家賃の一部を補助します。

補助対象者　町内の賃貸住宅に入居する U・I ター
　ン世帯の世帯主
補助要件

・事前に能登町定住促進協議会で移住相談を受け
　ていること

・世帯全員が事業主などからの住居手当を受けて
　いないこと　　など

問ふるさと振興課地域戦略推進室
　 ☎ 62-8527
■詳細は、町ホームページをご覧ください。

補助金額　一律　5 万円
補助金額　家賃の 1/2
　　※限度額 2 万円 / 月　最大 3 年間

★★新新

◇定住住宅助成制度
　全町民が能登町に住んで良かったと感じながら能登の
暮らしを受け継ぐことを目的に、町内で住宅を新築・購
入・リフォームする人に対し、費用の一部を助成します。

補助対象者　移住者を含む全町民
助成金額　　
住宅取得などに要する費用に対し、最大 10％を助成
　※加算項目…若者・子育て・高齢者世帯など

〇新築住宅購入　最大助成額　300 万円　新築費用×助成率（基本率＋加算率）
〇中古住宅購入　最大助成額　100 万円　中古購入費用×助成率（基本率＋加算率）
　※町ふるさと空き家情報登録物件のみ対象
〇住宅リフォーム　最大助成額 50 万円　リフォーム費用×助成率（基本率＋加算率）
　※町内事業者が請け負う、対象費用が 100 万円以上のリフォーム工事

＊中古購入と住宅
　リフォーム助成
　は併用可

移住・定住に関する相談窓口は

能登町定住促進協議会☎ 62-0260
宇出津タ 75-3

（ノトクロスポート内）

https://nototown.jp/

♡能登町結婚新生活支援事業補助金
　結婚新生活のための住居費や引越費用、リフォーム費用の一部を補助します。

補助対象者
令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日の間
に婚姻届を提出・受理された、婚姻日時点の年
齢がともに 39 歳以下の夫婦

補助要件
・町内の居住地に住民登録し、実際に居住して
　いること

・前年度所得の合計が 500 万円未満であること
・居住する住宅が公営住宅、社宅・寮などの給
　与住宅ではないこと　　など補助金額　

〇夫婦ともに 29 歳以下　最大 60 万円
〇上記以外　　　　　　  最大 30 万円 問住民課☎ 62-8510

■詳細は、町ホームページをご覧ください。

知  って得する　　助成制度　
　　移住・定住促進事業のご案内
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問
ふ
る
さ
と
振
興
課 

☎
（
62
）
８
５
２
６

補助対象者
①町内の金融機関から融資を受ける者
②【個人事業主の場合】
　　町内に住民登録がある者
　  【法人の場合】町内を主たる事業所の所在
　　地とした法人登記のある者
③町内金融機関および町商工会の指導を受け
　た事業計画を有する者
④町が指定する創業塾などのセミナーを受け
　たことの証明書を有する者
⑤起業後において町商工会に加入し継続的に
　経営指導を受ける者　　など

◇創業・継承支援事業◇創業・継承支援事業

補助対象経費
建設費、改修費、備品購入費、備品リース費
料、事業開始当初に必要な備品、広告宣伝費
補助金額　　
町内金融機関からの借入金と同額または対象
経費の総額の 1/2 のいずれか少ない額
※限度額 250 万円　

　町内で創業する新規事業者や既存事業の継承者を支援するため、店舗建築や備品購入等に要
する金融機関からの借入金等に対して一部を補助します。

補助対象者
町内で外国人観光客を受入れている実績があ
るか受入れる予定のある飲食業を営む者
補助対象事業
■既設トイレの劣化改修などの経費
①和式便器から洋式便器への交換
②洋式トイレの劣化改修等
③上記①および②に伴うトイレブース（間仕
　切り、扉）の改修
■トイレの洋式化と併せて実施するⒶ～Ⓓの
経費
Ⓐ洗面台の改修
Ⓑ照明器具の交換

◇◇外国人観光客等「おもてなし」向上プロジェクト外国人観光客等「おもてなし」向上プロジェクト事業事業
　外国人観光客等の受入環境の充実による一層の誘客促進を図るため、受入環境整備に要する
経費の一部を補助します。

Ⓒトイレ施設の壁または床の改修
Ⓓ外国人観光客、高齢者や障がい者等観光客
　の利用に配慮したトイレの改修
補助対象経費
調査費、委託料、工事請負費など
補助要件
工事契約や備品購入契約は町内の事業者・店
舗と行うこと
補助金額　　
補助対象経費の 1/2　※限度額 50 万円
対象期間
令和 6 年度までの 3 年間（2 年目）
※対象年度内に工事着手すること

　介護を必要とする人たちが地域で安心して暮らし、必要な
サービスが提供されるよう、介護従事者の不足の解消・定着
を図るため、支援を行っています。
　ぜひ、能登町の介護事業所で働いてみませんか。

◆◆新人・再就職介護従事者新人・再就職介護従事者
　　　　　就業支援給付金　　　　　就業支援給付金
　新たに能登町内の介護保険施設等に就職する介
護従事者、もしくは再度町内の介護保険施設等に
就職する介護従事者に対し、3 年を限度として給
付金を支給します。

給付対象者
町内に住所を有し、平成 31 年 4 月 1 日以降、新
たに町内の民間介護保険施設等に常勤雇用として
就職する介護従事者であって、以前に町内の介護
保険施設等または町内に事業所を置く法人に雇用
されていない者、もしくは以前に介護従事者とし
て従事し、離職日から 3 か月以上経過し、再度町
内の民間介護保険施設等に常勤雇用として就職す
る介護従事者
給付金額・支給方法
■介護福祉士等（※ 1）

雇用開始日から継続して 1 年間就職した後、20
万円、以後 1 年経過ごとに 20 万円
■それ以外（※ 2）

雇用開始日から継続して 1 年間就職した後、10
万円、以後 1 年経過ごとに 10 万円
申請書の提出期限
雇用開始日から 1 年を経過した 2 か月以内
＊ 2 年目以降も毎年申請が必要です。

（※ 1）介護福祉士等の資格 ･･･ 理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、視覚訓練士、介護福祉士、介護
支援専門員、社会福祉士、看護師、准看護師、管理
栄養士、歯科衛生士

（※ 2）それ以外の資格 ･･･ 介護福祉士等の資格以外
の介護職員初任者研修・実務者研修の修了者、旧 2
級ヘルパーなどの介護業務に関する資格

◆◆介護サービス介護サービス
　資格取得奨励給付金　資格取得奨励給付金
　介護福祉士等の資格を取得、保有し、能登町内
の介護保険施設等に就職する介護従事者に対し、
給付金を支給します。

給付対象者
町内に住所を有し、申請時に、町内の民間介護保
険施設等に常勤雇用として就職する介護従事者で
あって、令和 4 年 1 月 1 日以降に介護福祉士等
の資格を取得、保有した者
給付金額・支給方法
一律 20 万円　
介護福祉士等（※ 1）の資格につき 1 人 1 回を限度
とし、別の資格を取得、保有した場合はその都度
支給
申請書の提出期限
資格を取得した日、もしくは雇用開始日から 2 か
月以内

◆◆介護福祉士国家試験対策模擬試験受験補助金介護福祉士国家試験対策模擬試験受験補助金
　町内の介護保険施設等に就職する介護従事者または町内の介護事業所等で就職する予定のある
者に対し介護福祉士国家試験に向けた対策模擬試験受験に要した費用を補助します。

補助対象者
町内に住所を有し、申請時に、町内の民間介護保険施設等に常勤雇用として就職する介護従事者
またはその予定である者
対象となる模擬試験　次のいずれかの法人が開催または共催するもの
○公益社団法人 日本介護福祉士会　　○一般社団法人 石川県介護福祉士会
補助金額　経費の 10/10　※限度額 1 万円
申請書の提出期限　受験日の翌日から 1 年以内

■
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申請方法や申請書類に関しては、健康福祉課介護保険係（☎ 62-8517）までお問合せください。

補助対象者
町内に事業所等を有する個人もしくは団体ま
たは中小事業者
補助対象事業
①新たなビジネスモデル構築事業
　ＥＣサイトを活用した新たな販売ツールの
　開拓による販路拡大に向けた事業
②新商品開発等事業
　サービスの開発から販路開拓まで、新商品
　の事業化に向けた事業

◇地域資源活用ビジネス支援事業◇地域資源活用ビジネス支援事業

公募期間
第 1 回　5 月 1 日㊊～ 31 日㊌ 　※ 6 月中旬審査会予定
第 2 回　9 月 1 日㊎～ 29 日㊎ 　※ 10 月中旬審査会予定

補助対象経費
謝金、旅費、印刷製本費、通信運搬費、コン
サルタント費、委託費、デザイン費など
補助要件
今年度内に事業が完了し、かつ、原則として、
年度内に商品化や販売の見通しがあるもの
補助金額　　
補助対象経費の 4/5　※限度額 30 万円　

　地域資源等を活用した特産品の販路開拓や販売促進を行う能登町に事業所等を有する個人、
団体および中小企業の創意工夫ある取組に対し支援します。

☆補助金額等の見直しについて
・補助限度額　上限 300 万円→ 250 万円
・補助内容　融資に対する利息補助（36 回分）の廃止
※令和 4 年度までに利息補助の決定を受けた者は引き続　
　き 3 年間の補助を受けることができます。）
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■ 保険税賦課限度額および低所得者にかかる軽減判定所得が次のとおり変更となります

　これまで高額療養費の支給申請には月ごとに申請が必要でしたが、令和5年1月診療分から簡素化の
申請をした世帯は、その後、高額療養費が発生した月分は、自動振り込み（簡素化）になります。

問健康福祉課医療係☎ 62-8512

基礎賦課額 後期高齢者支援金等賦課額 介護納付金賦課額

改正前 65 万円 20 万円 17 万円

改正後 65 万円 22 万円 17 万円

○賦課限度額

軽減割合 軽減判定基準

７割 （改正なし） 43 万円 +10 万円×（給与所得者数の数－ 1）以下の世帯

５割
改正前 43 万円 + 被保険者数× 28.5 万円 +10 万円×（給与所得者数の数－ 1）以下の世帯

改正後 43 万円 + 被保険者数× 29 万円 +10 万円×（給与所得者数の数－ 1）以下の世帯

２割
改正前 43 万円 + 被保険者数× 52 万円 +10 万円×（給与所得者数の数－ 1）以下の世帯

改正後 43 万円 + 被保険者数× 53.5 万円 +10 万円×（給与所得者数の数－ 1）以下の世帯

○低所得者にかかる軽減判定所得

■ 高額療養費の支給手続の簡素化を開始します

申請方法
高額療養費に該当した際に、支給申請の案内をしますので、申請窓口または郵送にてお手続きください。
〇窓口申請の場合　
　支給申請書のほか、保険者証、本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード
　など）、口座がわかるもの（通帳、キャッシュカードなど）をお持ちください。
○郵送申請の場合
　支給申請書…必ず電話番号（携帯推奨）を記入をしてください。
　※後日、本人確認または口座確認をする場合があります。
　※保険税の滞納がある場合は、郵送による申請はできません。健康福祉課まで申請手続きにお越しください。
注意事項
・申請書提出以前に発生した高額療養費は簡素化の対象になりません。
・75歳到達などにより後期高齢者医療保険へ移行した場合は、別途申し込みが必要です。

　国保の被保険者の人が入院した場合、食費は1食460円
（食事療養標準負担額）となります。ただし、住民税非課税世
帯の人が「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関
の窓口に提示することで、区分などにより減額されます。
　何らかの理由により認定証を提示できず標準負担額を支
払った場合は、差額分の払戻しを受けることができますの
で、健康福祉課または各総合支所、各支所で申請ください。

■ 食事療養標準負担額減額差額支給申請について ■ 出産育児一時金が増額されます

　令和5年4月から、出産育児一時金
が42万円から50万円に引き上げられ
ます。「出産育児一時金直接支払制度」
の利用がおすすめです。
　詳しくは、出産予定の医療機関にお
問合せください。
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令和 5 年 4 月 29 日の任期満了に伴う石川県議会議員
選挙が次の日程で執行されます。

　各区域の投票所については、表のとおりです。投票時間については、午前７時～午後８時
となりますが、一部の投票所においては閉鎖時刻が午後７時となりますのでご注意ください。

▶告示日　3 月 31 日㊎　　▶投・開票日　4 月 9 日㊐
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投票区 投票所 閉鎖時刻 区域

第１ 能登町役場　第1研修室・第2研修室 午後 8 時
天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、仙人町、立町、横町、上田町、上
町、中町、大橋組、栄町、中島町、浜小路、川原町、上岩屋町、下岩屋町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽
町、小棚木、大棚木、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平、城野町、錦町、鳳寿荘、城山、羽根

第２ 町立ひばり保育所 遊戯室（仮設園舎）午後 8 時 四明ヶ丘、崎山1・2・3・4、宇出津新港1・2、辺田の浜、柳倉
第３ 町立三波公民館　多目的研修室 午後 7 時 間島、波並、矢波、猪平
第４ 町立神野公民館　ホール 午後 7 時 宇加塚、鶴町、曽又、下藤ノ瀬、上藤ノ瀬、神ノ目
第５ 町立鵜川公民館　図書室 午後 8 時 七見、桜台、天神町、鵜川栄町、二区、神出町、浜出町、馬場出町、大工町、桜木町、小垣、谷屋
第６ 町立瑞穂公民館　和室 午後 8 時 吉谷、神道、八ノ田、町、院内、西安寺、爼倉、木住、三田、豊ヶ丘、武連、本木、宮地、鮭尾、太田原、柏木
第７ 柳田総合支所　会議室 午後 8 時 野田、金山、日詰脇、重年、百万脇、米山、笹川、石井、国光、鴨川、十郎原、五十里、ひかり団地、さくら団地
第８ 町立小間生公民館　研修室 午後 7 時 上長尾、小間生、鈴ヶ嶺、桐畑、久田
第９ 町立上町公民館　研修室 午後 8 時 合鹿、中ノ又、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分、わすみ団地、こすもす、中斉、神和住
第 10 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7 時 黒川、大箱、北河内、田代、下当目、上当目

第 11 内浦総合支所
　　第1会議室・第2会議室 午後 8 時

港町、第1 港町、中町、浜町、白山町、御坊町、平尻町、第1 元組、第2 元組、鍛治町、上出町、第1 八幡、第2
八幡、梅の木団地、枇杷坂団地、坪根、恋路、明生、空林、もちの木団地、雇用促進住宅、布浦、鹿泊、比那、
九ノ里、第2 長寿園、上東、上西、滝之坊、田代駒渡

第 12 町立不動寺公民館　集会室 午後 7 時 宮犬、不動寺、行延、山口、程谷、十八束、山中、満泉寺、国重、泉
第 13 町立秋吉公民館　集会室 午後 7 時 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真
第 14 白丸コミュニティ施設　多目的ホール 午後 8 時 立壁、四方山、向出、下出、新村、内浦長尾、新保

第 15 小木地域交流センター  　ロビー 午後 8 時 西町1・2、東町1・2・3、新町、下浜1・2・3・4、高浜1・2、三矢1・2、庄崎1・2・3、高瀬1・2・3、越坂、上市之瀬、
下市之瀬、明野

第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室 午後 8 時 姫向浜、姫中組、姫1・2・3、姫幸の港、真脇、羽生、小浦

投票区・投票所一覧（予定）
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 　　就職や退職により  　　就職や退職により 
　　健康保険が変わったら　　健康保険が変わったら

　「国民健康保険」と「会社等の健康保険」の切り替えは自動
には行われません。必ず手続きが必要です。
健康福祉課または各総合支所、各支所までお越しください。

申請窓口

健康福祉課
柳田・内浦総合支所

小木・鵜川支所

国民健康保険加入の皆さまへ



学校適正規模・適正配置に関する基本方針および実施計画学校適正規模・適正配置に関する基本方針および実施計画（概要）（概要）
　町教育委員会は、令和3年度に能登町小中学校教育環境づくり検討委員会を設置し、子どもたち
のより良い教育環境についての答申を頂きました。この答申を基本とし、令和5年3月に「能登町立
小中学校適正規模・適正配置に関する基本方針及び実施計画」を策定しましたので、その概要をお
知らせします。

■学校適正規模・適正配置の必要性
　平成22年度に「能登町の将来を担う子どもたちが、よりよい教
育条件、教育環境の下で教育を受けること」を基本に、「地域におけ
る学校の役割」を十分に考慮した一定規模の集団による教育力を生
かす教育環境の整備を目指し、学校適正配置基本方針及び実施計画
を策定しました。
　前計画から12年が経過し、小中学校においては、児童生徒数が
10人を下回る学級が複数ある中、教職員の努力と保護者や地域の協
力のもと、教育の質を低下させることなく学校が存続されています。
　小中学校は、多様な個性を持つ児童生徒が、集団を通して切磋琢磨し学び合う場であり、また、その機会
を与える役割を担っています。学校は、教科の学習はもとより運動会等の各種学校行事や部活動等の教育
活動を多様的かつ効果的に進めるために一定規模の集団を確保する必要があります。

■学校適正規模・適正配置の基本方針
　国が示す適正規模を現在の町にあてはめた場合、小学校1校、中学校1校となり、通学距離や地域性の課
題が残ります。個別最適な学びと協働的な学びの実現をめざし、小規模校ならではの特色ある教育をすす
めていく必要があります。
　統廃合を考える目安とする「適正規模」と「適正配置」の基本方針を次のとおり定めました。

（１）小学校
【適正規模の方針】

　　能登町における適正規模は、1学年5人程度を基本とし全校児童数30人程度とする。

（２）中学校
【適正規模の方針】

　　能登町における適正規模は、1学年10人程度を基本とし全校生徒数30人程度とする。

【適正配置の方針】
　生徒人数の推移や安全な通学方法等を優先して考え、中学校の配置について地区は限定せず、将来的に
中学校は1校とする。

【適正配置の方針】
　小学校児童においては、遠距離の通学は児童の身体的・精神的な負担が大きくなることが予想され、現
在の小学校5校の5地区を基本とする。

適正規模
1 学級人数 1 学年の学級数 全校児童数

5 人程度 1 学級または複式学級 30 人程度

適正規模
1 学級人数 1 学年の学級数 全校生徒数

10 人程度 1 学級 30 人程度

■学校適正規模・適正配置実施計画
　小中学校の適正規模・適正配置の基本方針に基づき、学校規模適正化に向けた実施計画を次のとおり定
めました（将来において社会情勢や人口動態の変化が予想され、10年後の令和14年度には、本計画の評
価及び今後の方針について見直しを図ります）。

（１）実施計画は、令和5年度より保護者・地域の合意形成に努め順次実施する。
（２）適正規模の基準となる児童生徒数及び学級数は、令和4年5月1日現在の年齢別人口で算定する。
（３）適正配置の学校位置は、既存の学校施設を利用し、通学時間は片道おおむね1時間以内とする。
（４）適正配置決定後、通学区域の見直しについて検討する。
　　・校区を見直すことで、適正規模が実現可能な場合に検討する。
　　・学校統合により、統合後の学校へ通学するよりも、近隣の学校へ通学する方が合理的な地区につい
　　　ては、地域的なつながりや安全な通学が可能である場合に検討する。

（５）遠距離通学となる児童生徒については、適正配置決定後に通学方法を検討する。
（６）小学校の適正配置については、基本方針で示したとおり5校5地区で検討する。
　　・地域性を考慮して、おおむね完全複式学級が解消できる規模を基本とする。
　　・ただし、令和15年度以降において、教頭・養護教諭・事務職員の配置が望めない小学校については、
　　　地理的、コミュニティ（地域社会）としての成り立ち、地域の実情や今後の行政施策等を考慮して
　　　統合を検討する。

（７）中学校の適正配置については、基本方針で示したとおり地区は限定せず、将来的に1校とする。
　　・全校生徒40人未満となる小規模校は、統合の検討を開始する。

（８）学校の統廃合による配置に関わらず、地域の文化の継承や地域住民との絆を大切にし、学校と公民館
　活動や地域行事活動などが連携して、積極的に子どもが地域と関わる体制の強化を図る。

■学校適正規模・適正配置実施年度
①小学校の実施年度（令和15年度以降見直し）

小学校 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ 10 Ｒ 11 Ｒ 12 Ｒ 13 Ｒ 14 Ｒ 15 Ｒ 16 Ｒ 17 Ｒ 18

柳田
児童数 93 93 92 87 81 82
宇出津
児童数 166 162 160 153 154 151

鵜川
児童数 54 48 44 41 47 41

小木
児童数 51 44 44 39 44 41

松波
児童数 84 73 66 61 64 54

児童数計 448 420 406 381 390 369

②中学校の実施年度
中学校 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ 10 Ｒ 11 Ｒ 12 Ｒ 13 Ｒ 14 Ｒ 15 Ｒ 16 Ｒ 17 Ｒ 18

柳田
生徒数 60 57 52 47 45 41 46 48 51 41 33

能都
生徒数 122 111 117 116 112 107 104 98 97 90 103

小木
生徒数 31 31 31 29 26 23 22 18 21 17 26

松波
生徒数 43 42 46 49 38 41 35 35 25 26 29

生徒数計 256 241 246 241 221 212 207 199 194 174 191

検 討 開 始

検 討 開 始

検 討 開 始

「能登町立小中学校適正規模・適正配置に関する基本方針及び実施計画」の本編は、  町ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　問教育委員会事務局☎ 62-8537
15_NOTO＋2023.04 　14
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能
登
町
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議

会
の
設
立
総
会
が
3
月
17
日
、
商
工
会
で
開

か
れ
ま
し
た
。
９
人
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に

酒
屋
利
信
氏
が
就
任
、
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
現
在
内
浦
商
店
連
盟
協
同
組

合
が
運
営
し
て
い
る
電
子
マ
ネ
ー
機
能
付
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」
事
業

の
町
内
全
域
に
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。

4
月
か
ら
加
盟
店
に
必
要
な
決
済
用
端
末
の

申
込
の
受
付
を
開
始
し
、
6
月
か
ら
「
ひ
ま

わ
り
カ
ー
ド
」
の
加
入
申
込
案
内
や
受
付
業

務
を
行
う
予
定
で
す
。

※
「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」
の
し
く
み
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、
広
報
の
と
５
月
号
に
掲
載
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
　
　
　
推
進
協
議
会
を
設
立

　

町
観
光
協
会
は
、
首
都
圏
在
住
者
と
の
交

流
促
進
お
よ
び
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
東

京
都
文
京
区
で
開
催
さ
れ
た
「
第
66
回
湯
島

天
神
梅
ま
つ
り
」
に
物
産
展
等
の
出
店
を
行

い
ま
し
た
。
湯
島
天
神
は
、学
問
の
神
様「
菅

原
道
真
公
」
が
祀ま

つ

ら
れ
、
多
く
の
受
験
生
や

子
ど
も
の
合
格
祈
願
を
す
る
人
々
が
訪
れ
ま

す
。
梅
ま
つ
り
は
、
2
月
8
日
か
ら
3
月
8

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
延
べ
40
万
人

の
来
場
が
あ
り
、
町
観
光
協
会
が
出
店
し
た

2
月
11
日
・
12
日
の
両
日
も
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

物
産
展
で
は
、
合
格
を
祈
願
す
る
「
当
目

の
米
」
や
米
飴
、
ブ
リ
大
根
な
ど
の
販
売
、

能
登
杜
氏
の
酒
の
ふ
る
ま
い
を
行
い
好
評
を

得
ま
し
た
。
ま
た
、
町
定
住
促
進
協
議
会
が

定
住
支
援
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
多
く
の

人
が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

首
都
圏
交
流
　
東
京
都
文
京
区

　
　
　「
湯
島
天
神
梅
ま
つ
り
」

お
知
ら
せ

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
は

　
　
　  
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　

町
が
指
定
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
際
、
小
型
車
基
本
料
金
分
が
割
引
と
な
る

助
成
券
を
、
障
害
者
一
人
に
つ
き
年
間
24
枚

ま
で
交
付
し
ま
す
。
週
に
2
回
以
上
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
年
間
96
枚
ま
で

交
付
し
ま
す
。
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
タ
ク
シ
ー
券
の
有
効
期
限
は
２
０
２
4
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。
前
年
度
に
交
付
さ
れ

た
タ
ク
シ
ー
券
（
有
効
期
限
が
２
０
２
3
年
3

月
31
日
の
も
の
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
再

度
今
年
度
分
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
の
人
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
1
級
の
人

※
施
設
で
生
活
し
て
い
る
人
、
自
動
車
の
運

転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
、
家
族
が
障
害

者
の
利
用
の
た
め
に
自
動
車
税
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

手
続
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
場
所

健
康
福
祉
課
、
柳
田
・
内
浦
総
合
支
所
、
小

木
・
鵜
川
支
所

　
　

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
１
５

　

令
和
5
年
4
月
分
～
令
和
6
年
3
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額　

１
６
，
５
２
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ

ｙ
な
ど
に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
）
決
済
で
の
納
付
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

問
住
民
課
年
金
係
☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

　  

納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

七
尾
年
金
事
務
所
の
出
張
無
料
年
金
相
談

は
、
毎
年
、
年
４
回
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
以
降
は
相
談
対
応
で
き
る
社
会
保
険

労
務
士
の
確
保
が
見
込
め
な
い
た
め
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

無
料
年
金
相
談
の
廃
止
に
つ
い
て

　

生
ご
み
の
減
量
化
や
堆
肥
と
し
て
の
資
源

化
を
図
る
た
め
に
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

補
助
額

・
コ
ン
ポ
ス
ト

　

購
入
額
の
１
／
２

　
（
限
度
額
3
千
円
）

　

1
世
帯
2
台
ま
で

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
額
の
１
／
３

　
（
限
度
額 

2
万
円
）

　

1
世
帯
1
台
ま
で

・
業
務
用
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
額
の
１
／
３
（
限
度
額
20
万
円
）

　

1
事
業
者
1
台
ま
で

必
要
書
類

メ
ー
カ
ー
名
・
規
格
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
、

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

　
　

問
住
民
課
環
境
係
☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢

に
お
い
て
、
一
層
の
負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
利
用
料

お
知
ら
せ

物
価
高
騰
に
よ
り
４
月
1
日
か
ら

　
　  

利
用
料
金
を
改
定
し
ま
す

飲
料
水　
（
2
㍑
）

濃
縮
水　
（
10
㍑
）

脱
塩
水　
（
10
㍑
）

原
水（
２
０
０
㍑
）

種　

類

110円
改
定
前

150円
改
定
後

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
良
質
な
能
登
海
洋
深

層
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
能
登
海
洋
深
層
水
施
設

　
　

☎
（
74
）
１
２
３
３

　
　

ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
２
６

※
小
学
生
２
７
０
円
、
幼
児
（
3
歳
以
上
）

　

１
６
０
円
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ブ
ロ
恋
路

国
民
宿
舎

　
　

能
登
う
し
つ
荘

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
山
び

こ（
能
登
黒
川
温
泉
）

縄
文
真
脇
温
泉
浴
場

（
縄
文
真
脇
温
泉
）

国
民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ

だ
荘（
柳
田
温
泉
）

施
設
名

440円 490円
改
定
前

500円 550円
改
定
後

■
入
浴
料
金
【
大
人
（
中
学
生
以
上
）】

　

梅
ま
つ
り
は
、

平
成
16
年
に
当

時
の
柳
田
村
観

光
協
会
が
参
加

し
、
こ
れ
ま
で

継
続
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
首

都
圏
在
住
の
多

く
の
能
登
町
出

身
者
が
来
場
す
る
機
会
と
な
り
、
今
回
も
懐

か
し
い
顔
を
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
活
動
交
流
拠

点
「
ノ
ト
ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
移
住
・
定

住
相
談
か
ら
起
業
や
創
業
相
談
、
ワ
ー
ク
利

お
知
ら
せ

「
ノ
ト
ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」
の

　
　
営
業
時
間
を
拡
大
し
ま
す

用
な
ど
、
お
か
げ
さ
ま
で
利
用
者
が
の
べ

3
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
拠
点
を
さ
ら
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
、
令
和
5
年
4
月
か
ら
営
業
時
間
を
拡

大
し
ま
す
。

営
業
時
間　

　

平
日　

10
時
～
16
時 

【
拡
大
】
第
2
・
4
土
曜
日

　
　
　
　

13
時
～
16
時

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ https://

　

notocrossport.com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　令和 5 年度能登町奨学金貸与を受ける生徒・学生を募集します。
必要書類など詳細については、町ホームページで確認いただくか、
教育委員会までお問い合わせください。

令和 5 年度　能登町奨学生を募集します！

貸与資格
①本町に現に引き続き 3 年以上居住する者の子弟で　
　あること
②以下のいずれかに在学し、品行方正、学術優秀およ　
　び身体強健であること
　・高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
　・高等専門学校または専修学校の修業年限が 2 年　
　　以上の高等科もしくは専門課程　
　・大学（大学院を除く）
③学費の支弁が困難であること
④同一世帯もしくは、2 親等以内の親族に町税等につ　
　いて滞納がないこと
受付期間　4 月 10 日㊊～ 30 日㊐
提出先　教育委員会事務局または柳田 ･ 内浦総合支所

貸与区分　金額（月額）
　高校　　　　２０，０００円　
　短大・高専　２５，０００円
　大学　　　　３０，０００円

問教育委員会事務局☎ 62-8537

学校生活の費用を助成

就 学 援 助 制 度就 学 援 助 制 度
　経済的理由により費用の負担が大きいと認められ
る児童生徒に対し、学校生活に必要な費用の一部を
援助する制度です。申請書は各学校にあります。
　申請には学校長の意見書が必要ですので、在籍し
ている小中学校へ申し出てください。
※児童生徒の世帯構成や所得状況などにより認定さ
れない場合があります。

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
2月15日～3月14日

件　名　　 場　所 担当課 契約額 落札者

令和 4 年度　道路メンテナンス事業　町道小木
市之瀬 3 号線（市之瀬新橋）橋梁補修工事 小木 建設水道課 12,702,800 円 南山工務店

問企画財政課
☎62-8535
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表彰された皆さん　＊かっこ内は推薦団体

・堂前弘子さん ＝笹川＝（柳田公民館）
・少橘広之さん ＝新保＝（白丸公民館）
・干場勝治さん ＝宇出津新＝（町文化協会）

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

○農業委員
対象者
　農業に関する識見を有し、農地利用の最適化の推進に関

する事項、その他農業委員会の所掌に属する事項に関しそ

の職務を適切に行うことができる者

定数　12 人

任期　令和 5 年 7 月 20 日～令和 8 年 7 月 19 日

報酬　月額 12,000 円（会長、副会長は別途規定）に、活動

実績に応じた額を加えた額

応募方法
　自薦または他薦とします。
　応募・推薦方法の詳細および申込書は、農業
委員会事務局や各支所に備え付けてあるほか、
町ホームページからもダウンロードできます。
　両方に応募できますが、兼務することはでき
ません。
応募受付期間　4 月 3 日㊊～ 28 日㊎必着
公表について　応募者の状況は、4 月 14 日頃
から町ホームページで公表します。公表内容は、
推薦を受けた者および応募
した者の数とします。

○農地利用最適化推進委員
対象者
　農業に関する識見を有し、農地利用の最適化の推進に関

する職務を適切に行うことができる者

定員　18 人

任期　農業委員会から委嘱された日～令和 8 年 7 月 19 日

報酬　月額 8,000 円に、活動実績に応じた額を加えた額

区域名 区域の詳細

第 1 区 姫、真脇、羽生、大沢、小浦、羽根、宇出津、
宇出津新、宇出津山分、崎山、宇出津新港

第 2 区 藤ノ瀬、曽又
第 3 区 宇加塚、鶴町
第 4 区 藤波、波並、黒郷、矢波、猪平、吉野
第 5 区 七見、鵜川、小垣、武連、柿生、瑞穂、爼倉
第 6 区 山田、本木、宮地、鮭尾、太田原、柏木
第 7 区 柳田、五十里、十郎原
第 8 区 笹川、石井、国光、鴨川
第 9 区 上長尾、小間生、桐畑、鈴ヶ嶺、久田

第 10 区 上町、合鹿、天坂、寺分、五郎左エ門分
第 11 区 中斉、神和住、斉和
第 12 区 当目、大箱、黒川、北河内
第 13 区 松波、恋路、明生、布浦、九里川尻
第 14 区 秋吉、河ヶ谷、清真、宮犬
第 15 区 上、滝之坊、田代、駒渡、福光
第 16 区 不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重、泉
第 17 区 立壁、四方山、白丸、内浦長尾
第 18 区 小木、市之瀬、明野、越坂、新保

推進委員担当地区一覧

問農業委員会事務局☎ 62-8525

自衛隊入隊予定者激励会　
　2月 22日、役場で自衛隊入隊予定者の激励会が開かれました。
　海上自衛隊に入隊予定の板谷海斗さん（＝小木＝）が大森町長
らから激励を受けました。
　大森町長が「周りの人から信頼される自衛官になってほしい」
と激励の言葉を贈り、山下龍太郎自衛隊石川地方協力本部長が「他
人と比べず自分のペースで貫いてほしい」と活躍を祈りました。
　将来、潜水艦での勤務を希望する板谷さんは「しっかりと責任
を持って行動できる自衛官になりたい」と決意を述べました。
　町自衛官募集相談員の今井世紀子さんと町自衛隊家族会の田渕
實会長から記念品が手渡されました。

自衛入隊予定の板谷さん（中央）右は山下自衛隊
石川地方協力本部長

職務内容
・農地権利移動、農地転用等の申請地にかかる現地確認およ
　び審議（毎月 25 日前後の農業委員会総会）

・農地利用最適化推進委員を補助し、農地利用の最適化の推
　進（農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
　規参入の促進活動）

・その他、必要に応じた研修会などへの出席

職務内容
・担い手への農地集積・集約化を推進するための農地の貸し
　手・借り手の意向把握や話し合い活動への参加

・遊休農地の発生防止・解消するためのタブレット端末等に
　よる農地利用状況調査

・新規参入の促進をするための相談対応
※定期的な会議の予定はありません

農業委員会委員および農地利用最適化推進委員を募集します

　農業委員会委員および農地利用最適化推進委員が、令和 5 年 7 月 19 日に任期満了となることから、
それぞれの委員を募集します。

令和 4 年度　能登町生涯学習振興大会　
　　2月 26 日、生涯学習振興大会が役場大集会場で開催され、
約 200 人が来場しました。
　社会教育功労者表彰式が行われ、町の社会教育の振興に尽力
した 3人が表彰されました。松波公民館の瀧田敦夫館長が「地
域のみなさんとともに」と題し、旧内浦町時代の写真の整理事
業などの活動事例について発表しました。
　書家の金澤泰子さんによる「ダウン症の娘と共に生きて」と
題した記念講演には、多くの来場者が詰めかけました。金澤さ
んは、魂の書家として知られる娘の金澤翔子さんと共に歩んで
きた、これまでの人生を振り返り、「生きてさえいれば絶望はな
い」と語りました。
　1階の生涯学習展示コーナーでは、各公民館の特色ある活動
事業が紹介され、多くの人が足を運んでいました。

予約制乗合タクシーおでかけ便おでかけ便の乗車場所乗車場所を拡大します
　宇出津地区を除く町内全域を 6 つの地域に分け、ご自宅から宇出津方面へ向かう予約制乗合タク
シーの「おでかけ便」の降車場所が、4 月 1 日 から宇出津地区内（一部除く）どこでも降車するこ
とができるようになります！
※おかえり便（公立宇出津総合病院からご自宅へ）の乗車場所については、
　これまでと同様、公立宇出津総合病院のみとなっておりますのでご注意
　ください。

①会員登録　
無料。企画財政課または宇出津総合病院の「処方
せん相談窓口」で登録申請してください。
②会員になれる人　

・能登町に住所のある人　
・付き添いがあれば乗り降りができる人（乗り合
　いという性質上、車いすでの利用はできません）
③利用方法　
宇出津総合病院の

「処方せん相談窓口☎６２－１３１６」へ予約 問企画財政課☎ 62-8535

一律ひとり700 円／片道

※予約後に利用しない場合は、キャンセルの電話を
　必ず 1 時間前までに「処方せん相談窓口」へ連絡
　してください。

ごみ分別アプリごみ分別アプリの利用を開始します
　4 月 1 日から、ごみ分別アプリの利用を開始します。
ごみ収集日の通知、カレンダーの表示、分別検索など便利な機能を搭載しています。
アプリ利用は無料です。ぜひ、ごみの分別や資源化にご利用ください。

ごみの分別が一目瞭然、ごみの分別が一目瞭然、
ごみの出し忘れも一気に解消ごみの出し忘れも一気に解消

設定方法
ＱＲコードでアプリをインストール

能登町を選択

町内名を選択して保存

設定完了 問住民課環境係☎ 62-8510

５３７４Ａｐｐ

Google  Play　  　App Store

【ご予約は】
「おでかけ便」は利用の 1 週間前～前日 17:00 まで
「おかえり便」は利用の 1 週間前～出発の 1 時間前まで
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出
津
総
合
病
院
診
療
放
射
線

技
師
）
▽
吉
井
絹
枝
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
副
総
看
護
師
長
）
▽

尾
形
祥
枝
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
看
護
師
）

■
主
幹
級

▽
坂
本
賢
太
郎
（
総
務
課
主
幹
兼

Ｄ
Ｘ
推
進
室
主
幹
）
▽
山
口
竜
次

郎
（
総
務
課
主
幹
兼
危
機
管
理
室

主
幹
）
▽
寺
川
和
美
（
総
務
課
秘

書
室
主
幹
）
▽
下
谷
内
奈
緒
（
企

画
財
政
課
主
幹
（
奥
能
登
広
域
圏

事
務
組
合
派
遣
期
間
更
新
））
▽

諸
角
静
香
（
企
画
財
政
課
主
幹
）

▽
本
井
敬
（
企
画
財
政
課
主
幹
）

▽
山
本
真
理
子
（
税
務
課
主
幹
）

▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
主
幹
（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期
間
更

新
））
▽
北
野
浩
志
（
健
康
福
祉

課
主
幹
） ▽
時
長
弘
志
（
農
林
水

産
課
主
幹
）
▽
八
幡
美
雪
（
建
設

水
道
課
主
幹
）
▽
町
端
晃
（
建
設

水
道
課
主
幹
）
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人
事
異
動

　

令
和
5
年
4
月
1
日
付
人
事
異
動

が
3
月
24
日
に
内
示
さ
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。　

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師

▽
府
中
歩
美
（
副
総
看
護
師
長
）

▽
尾
上
法
恵
（
看
護
師
長
）
▽
上

野
真
由
美
（
主
任
看
護
師
）

■
新
規
採
用

▽
木
引
美
里（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

放
送
室
主
事
）
▽
船
田
沢
実（
税

務
課
主
事
）
▽
谷
屋
紗
希（
住
民

課
主
事
） ▽
後
田
朋
美（
健
康
福

祉
課
技
師（
社
会
福
祉
士
）） 

▽
石

上
拓
郎（
建
設
水
道
課
技
師
）
▽

江
川
友
弥（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
事
務
局
主
事
）▽
善
野
加
奈（
鵜

川
保
育
所
保
育
士
）
▽
北
知
帆
香

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
内
科
医

師
）
▽
加
賀
弥
生（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
内
科
医
師（
併
任
・
石

川
県
職
員
））
▽
木
村
里
紗（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
内
科
医
師
）
▽

北
岡
美
羽（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
内
科
医
師
）
▽
山
下
盟
人（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
）
▽

徳
野
千
流（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
看
護
師
）
▽
北
橋
英
幸（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
）

 

■
勤
務
延
長

▽
長
谷
川
啓
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
再
任
用
更
新

▽
蔭
田
大
介
（
総
務
課
長
） 

▽
赤

阪
浩
幸
（
小
木
支
所
長
）
▽
小
畠

忠
浩
（
鵜
川
支
所
長
）
▽
大
庭

毅
（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▽
高
田
秀
樹
（
教
育
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
真
脇
遺
跡
縄
文
館

長
）
▽
下
野
景
子
（
小
木
支
所
主

幹
）
▽
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
▽
高
田
映
子
（
こ
ど
も
み

ら
い
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
下
野
陽

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務

局
主
幹
）
▽
上
端
正
美
（
し
ら
さ

ぎ
保
育
所
長
）
▽
浅
井
節
子
（
ひ

ば
り
保
育
所
長
）▽
川
岸
孝
子（
柳

田
保
育
所
長
）
▽
谷
内
田
浩
（
総

務
課
秘
書
室
技
能
職
員
）
▽
森
進

一
（
住
民
課
技
能
職
員
（
衛
生
セ

ン
タ
ー
））
▽
上
野
勧
（
住
民
課

技
能
職
員
（
能
都
埋
立
処
分
場
））

▽
山
口
伸
治
（
教
育
委
員
会
事
務

局
校
務
員
（
柳
田
小
学
校
））
▽

岩
本
義
和
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
事
務
局
技
能
職
員
）
▽
百
万
晴

治
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
主
任

薬
剤
師
）
▽
松
原
正
明
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
主
任
薬
剤
師
）
▽

青
木
一
修
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
臨
床
検
査
技
師
）
▽
栄
田
真
美

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
総
看

護
師
長
）
▽
坂
本
ひ
ろ
み
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
）
▽
水

島
敬
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

看
護
師
） ▽
上
野
美
栄
子
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
）

■
再
任
用

▽
浜
上
他
美
子
（
内
浦
総
合
支
所

労
務
職
員
）
▽
竹
中
進
（
教
育
委

員
会
事
務
局
校
務
員
（
松
波
小
学

校
））
▽
吉
井
絹
枝
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
看
護
師
）

■
主
任
保
育
士

▽
水
元
智
子
（
柳
田
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▽
半
﨑
晶
美
（
鵜
川
保

育
所
主
任
保
育
士
）
▽
中
田
有
香

（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
保
育
士

▽
竹
橋
綾
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保

育
士
）
▽
堀
内
真
琴
（
し
ら
さ
ぎ

保
育
所
保
育
士
）
▽
髙
橋
奈
々
恵

（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育
士
）
▽
新

谷
裕
子
（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
芳
野
仁
美
（
ひ
ば
り
保
育
所
保

育
士
）
▽
中
井
秀
美
（
ひ
ば
り
保

育
所
保
育
士
）
▽
大
門
広
美
（
鵜

川
保
育
所
保
育
士
）
▽
天
幸
有
加

（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽
笹
野

遥
香
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽

田
村
怜
奈
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
医
師

▽
野
島
直
巳
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
副
院
長
兼
外
科
診
療
科
長
兼

外
科
医
長
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
医
療
技
師

▽
平
智
子
（
理
学
療
法
士
長
）
▽

洲
崎
久
美
（
理
学
療
法
士
長
）
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番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
1 私のまちづくり 45 町長（総務課 秘書室）

2 身近な議会 60 議会事務局

3 役場の組織と役割 45

総務課
4 くらしの中の選挙 45

5 進めよう町の改革 45

6 マイナンバー制度を学ぼう！ 45

7 移住政策から考える空き家の利
活用について 45

ふるさと振興課
（地域戦略推進室）

8 能登町創生総合戦略について 45

9 能登高校魅力化プロジェクトの
取り組みについて 45

10 新しい働き方ワーケーションに
ついて 45

11 ふところぐあいお見せします 60
企画財政課

12 予約制乗合タクシーを使ってみ
よう！ 45

13 町の税について 30 ～ 45 税務課

14 税務署へ行かずに確定申告 適宜
輪島税務署

15 税の役割と税務署の仕事 適宜

16 窓口業務のあれこれ 30
住民課

17 ご存じですか？国民年金制度 60

18 自主番組ができるまで 45 総務課（CATV 放送室）

19 未来につなぐ相続登記 45 金沢地方法務局輪島支局

20 Let's ！ブックコート 60
中央図書館

21 図書館へ行こう！ 60

22 もっと知ろう　介護保険 60

健康福祉課

23 認知症を正しく理解しよう 60 ～ 90

24 老人福祉ってどんな制度 30 ～ 45

25 障害福祉ってどんな制度 30 ～ 45

26 国保、後期高齢者医療あれこれ 60

27 生活習慣病を予防しよう 60

28 骨粗しょう症を予防しよう 40

29 予防接種の Q ＆ A 30

30 レクリエーションで介護予防 60

31 がん語り部講座 30

32 郷土料理を学ぼう 90

33 心の SOS に気づこう！ 45

34 こころのケア講座 50 ＤＶホットラインのと

35 手話っち！ 90 手話サークルこだま会

36 よくわかる食品安全の基礎知識 60 または 30

北陸農政局

37 よくわかる有害化学物質と商品
安全（重金属編） 60

38 よくわかる牛トレーサビリティ 60

39 よくわかる米トレーサビリティ 60

40 ご存じですか？食料自給率 60

41 和食文化の継承の取り組み 60

42 石川の水産発酵食品「いしる」 30 県水産総合センター

43 おいしい牛肉「能登牛」 40 県農林総合研究センター
畜産試験場能登畜産センター

番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
44 おしえて深層水 60 ふるさと振興課

45 鳥獣害対策（基本編） 90
農林水産課

46 鳥獣害対策（防護柵・捕獲） 90

47 広げようリサイクルの輪 60

住民課
48 ごみ処理等の施設見学 60

49 不法投棄の現状と対策 60

50 身近な地球温暖化対策 60

51 街と海、きれいに保つ下水道 45
建設水道課

52 こうして届けられる
　　能登町の水道水 60

53 環境・エネルギーについて 30
北陸電力㈱珠洲営業所

54 北陸電力株式会社
珠洲太陽光発電所の施設見学 30

55 能登町の自然 45 のと海洋ふれあい
センター

56 よくわかる農薬に関する安全性 60 または 30
北陸農政局

57 よくわかる家畜伝染病 60

58 石川の漁業、能登町の漁業 30

県水産総合センター

59 大敷網も流す「急潮」の
　発生メカニズム 45

60 石川県のイカ釣り漁業 45

61 身近な川や池の魚たち 45

62 ドジョウの養殖 45

63 町の防災について 45

総務課（危機管理室）64 マイ・タイムラインを作ろう 45

65 自主防災組織を作ろう！ 30

66 地域での防災対策
　（家庭や地域でできる事） 60 町防災士会

67 救命入門コース 60

能登消防署

68 救命入門コース（90 分） 90

69 普通救命講習Ⅰ 180

70 普通救命講習Ⅱ 240

71 普通救命講習Ⅲ 180

72 上級救命講習 480

73 地域の防火・防災　その１ 40

74 地域の防火・防災　その２ 30

75 消防署施設見学 60

76 海上保安庁の仕事 45 ～ 60
能登海上保安署

77 海の安全講座 45 ～ 60

78 交通事故防止講座 45 ～ 60

珠洲警察署79 振り込め詐欺被害防止講座 45 ～ 60

80 サイバー犯罪被害防止講座 45 ～ 60

81 消費者トラブルについて 60 住民課

82 消費生活講座 30 ～ 60 消費生活推進員

83 家庭・家族の法律 Q ＆ A 60 棚田　洋一

84 インターネットを始めよう
　（初心者向け） 適宜 総務課

85 ミニミニ映像クリエイト 適宜 総務課（CATV 放送室）

86 みんなで踊ろう「能登町音頭」 60 町婦人団体協議会

番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
87 作ってみよう！イカとっくり 30

県海洋漁業科学館
88 作ってみよう！

　きれいな海藻しおり 30

89 加夢加夢おはなし会 30 ～ 45 加夢加夢おはなし会

90 縄文土器で塩づくり 90 のと海洋ふれあい
センター91 貝がらクラフトを楽しもう！ 30 ～

92 まんてんぼしから宇宙へ 30

星の観察館 満天星
93 うちゅうで遊ぼう！ 30

94 虹が見える !? 光の実験ショー 20

95 まんてんぼしから宇宙へ
　（出張版） 30

96 伝統文化　和紙づくり ～半日 久田和紙 紙工房みわ会

97 伝承娯楽「ごいた」 60 能登ごいた保存会

98 紙芝居による昔ばなしの読み聞
かせ 30 おはなしボランティア

ひまわり

99 能登町まるごと観光
　（町内各地の見どころ） 60 ふるさと振興課

100 町は大きな博物館 45 民有「歴史文化」資産
の保存活用を考える会101 能登町ロマンスロードトレイル 180

102 真脇遺跡とは 30 真脇遺跡縄文館

103 能登町れきし・ぶんか教室 適宜 教育委員会事務局

104 健康の原点はウォーキングから 90
町スポーツ推進委員会

105 ニュースポーツの紹介 90

106 体組成測定／体力テスト 60

能都体育館

107 ノルディックウォーキング 120

108 YOGA 60

109 ピラティス 60

110 シニアフィットネス 60

111 アクアエクササイズ 45

　町民の皆さんの「学んでみたい！」
というご要望にお応えするため、各講
師が皆さんの所へ出向いて、お話をお
届けします。
　防災、救命、福祉、健康、スポーツ
など、全 111 講座を取りそろえました。
お申込みをお待ちしています。

対象
町内に在住、在勤、在学する概ね 10 人以上で構成
される団体、またはグループ、サークルです。

開催日時
年末年始および祝日を除く、午前９時から午後９時
までの間で、おおむね２時間以内とします。

開催場所
原則として町内とします。（会場の手配や進行は申
込者側でお願いします。）

費用
原則無料です。（教材費、施設使用料などが必要な
講座もあります。）

お申込み方法
開講希望日の２週間前までに、受講申込書を記
入の上、生涯学習推進本部に申込みください。

（ＦＡＸ、電子メール可）
詳しい講座内容や受講申込書は教育委員会事務局、
各総合支所・支所、公民館に設置しているほか、町
ホームページからもダウンロードできます。

その他
この講座は、皆さんの学習支援のために開催します
ので、苦情や批判などを言う場にならないようにご
協力ください。※感染症対策などのため人数などの
制限をお願いする場合があります。

お引き受けできないとき
・公の秩序または善良な風俗を阻害したりするおそ
　れがあるとき

・特定の政治または宗教に関わる活動につながるお
　それがあるとき

・営利を目的とした事業等を行うおそれがあるとき
・町長が出前講座の実施が適当でないと認めるとき

能登町まちづくり出前講座 検索

https://www.town.noto.lg.jp/www/service/detail .
jsp?common_id=14034

22

令和 5 年度（2023）令和 5 年度（2023）

　　　受付期間：令和 5 年 4 月 1 日～受付期間：令和 5 年 4 月 1 日～
　　　　　　　　　　　　　　 令和 6 年 3 月 31 日　　　　　　　　　　　　　　 令和 6 年 3 月 31 日

お
問
合
せ
・

お
問
合
せ
・

お
申
込
み
先

お
申
込
み
先

能登町生涯学習推進本部能登町生涯学習推進本部
（教育委員会事務局内）

ＴＥＬ：６２－８５３７　ＦＡＸ：６２－８５３８
E － mail：kyouikuiinkai@town.noto.lg.jp


